
市政に対する　一 般 質 問

求
め
ら
れ
る
ト
イ
レ
環
境
の
整
備

市
役
所
本
館
１
階
の
ト
イ
レ
は
洋
式

が
１
基
し
か
な
く
不
便
で
あ
る
。
経
年
劣

化
も
進
み
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時
期
で
は
な

い
か
。

現
状
、
女
性
用
、
男
性
用
と
も

洋
式
１
基
、
和
式
が
２
基
設
置
さ
れ

て
い
る
。
既
に
30
年
経
過
し
、
設
備

更
新
の
必
要
も
あ
る
た
め
、
市
民
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
洋
式
ト
イ
レ
に

変
更
し
て
い
き
た
い
。

震
災
時
の
簡
易
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
物

に
つ
い
て
、
そ
の
処
理
の
ル
ー
ル
化
及
び

市
の
指
導
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
が
本
来
の
可
燃
ご
み
と
は
区

別
し
て
収
集
し
、
焼
却
処
分
す
る
。
収

集
場
所
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
で
覆
い
、

衛
生
面
に
配
慮
し
て
管
理
す
る
。
平
成

28
年
度
に
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を

策
定
し
、
汚
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

課
題
や
市
の
考
え
方
を
整
理
し
、
必
要

な
対
策
を
定
め
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　

積
極
的
な
推
進
を

焼
津
市
で
は
約
34
億
円
の
ふ
る
さ
と

納
税
が
寄
せ
ら
れ
た
。
税
外
収
入
を
稼
ぐ
手

段
と
し
て
、
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
は
。

平
成
27
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
は
約
２
６
０
０
万
円
。
新
年
度
か

ら
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
、
専
用
サ
イ

ト
か
ら
の
申
し
込
み
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
制
度
の
導
入
に
よ
り
寄
付
額
の

増
加
を
図
り
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員

補
助
事
業
の
見
直
し
は

補
助
費
等
に
か
か
る
経
常
収
支
比
率

が
類
似
団
体
に
比
べ
て
高
い
。
平
成
28
年

度
目
標
は
２
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
算
出

根
拠
は
。前

回
、
平
成
25
年
度
の
見
直
し

時
の
効
果
額
を
最
低
限
の
目
標
に
定

め
た
が
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
さ

ら
な
る
削
減
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

静
岡
理
工
科
大
学
と
の

連
携
強
化
は

大
学
の
地
域
貢
献
や
産
学
官
の
連
携

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組

み
策
は
。「

お
理
工
塾
」や「
地
域
学
講
座
」

等
を
事
業
化
し
て
い
る
。
今
後
、
ラ

ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
等
を
見
据

え
た
、
市
民
の
英
語
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
等
、
地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
推
進
を

高
齢
者
と
若
者
な
ど
多
世
代
が
同
じ

タ
ウ
ン
に
共
存
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（
C
C
R
C
）
が
、
地
方
創
生
の
切
り
札
と

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
を
提
言
す
る
。

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
国
等
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、研
究
し
て
い
き
た
い
。
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ふるさと納税の返礼品の一例

産学官連携が期待される静岡理工科大学

8市議会だより




